
2022 年度 事業報告書 

社会福祉法人 種の会 

 本部 

 

1．法人運営 

① 各種会議の開催と充実 

・経営会議の開催 

管理職が経営者の自覚をもち、財務、人事労務、広報・企画、調査研究・研修企画をテーマに 

協議するとともに、管理職として必要な知識を得るための研修も実施した。 

年８回開催 

5/10、6/23、8/5、9/26、11/7、1/6、2/28、3/24 

  ・本部会の開催 

人事・労務関係、財務関係、リスクマネジメント関係、各園事業計画の進捗状況確認・検証

のため本部会を開催した。また、各施設の月例報告から見えてきた課題について、解決策を

協議した。 

年１6 回開催 

    4/14、4/28、5/26、６/9、6/28、7/21、8/18、9/13、9/28、10/20、11/14、

12/13、1/5、1/30、2/24、3/22 

  ・園長会の開催 

   採用や人財育成、保育について協議した。 

   関東園長会 年 4 回開催：4/20、7/28、10/19、2/22 

   関西園長会 年４回開催：5/6、8/17、10/21，2/21 

・事務員会議の開催  

 給与事務（年末調整等）、会計処理（消費税、新会計システム操作等）について、協議及び研

修を行った。原則月1 回 4/4､6/8､7/6､9/7､10/5､11/9、12/7､1/11､2/8､3/8 

 

② 本部機能の充実 

・情報収集機能の強化、情報開示の強化、法人内相談機能の強化に努めた。 

給与計算、人事労務管理システムの導入につづき、当年度は、業務の効率化やより良い経営資    

料の作成を図るため新しくクラウド型の会計システムを導入し、1 年間運用した。 

・人員増により広報企画編集室の強化を図った。 

・法人内会報「たねのおくりもの」を年間11 回（3 月を除く毎月）配信した。 

・ミスマッチのない採用を目標に掲げ、リク部発足。就職web 説明会を 6 回開催した。 

・月例報告からの課題調整と解決案を協議 

・法人のGAM（Governance Academy Management）検討 

 



③ 研究開発 

・研修企画委員会により新しい研修システムの開発を行った。 

・施設毎にBCP の策定を行った。今後東西園長会で継続的にブラッシュアップしていく。 

 

２．理事会・評議員会 

① 理事会  年 7 回開催：6/13、8/3（書面）、9/13、10/26（書面）、12/9、12/17、

3/27 

② 評議員会 年3 回開催：4/6（書面）、6/28、1/24（書面） 

 ③ 評議員選任・解任委員会：:6/20（評議員の辞任に伴う新評議員の選任） 

 

３．職員研修企画 

 ①  姉妹園見学 

   各園での保育の実践を相互見学し、各園の保育の質を高めるきっかけづくりを推進した。 

 ②  公開保育 

   他法人の園見学をし、自園の保育を考える機会や保育内容を深める機会を得た。 

また、法人内公開保育（ライジン）を開催した。 

【各園事業報告参照】 

③ コンセプトブック・マネジメントブックの活用 

   法人理念の循環・浸透を図るべく、各施設の会議の場で読み合わせを実施した。 

④ 外部講師による研修 

平林氏、久保氏、藤森氏にそれぞれ年４回の研修 

1 月 7 日 クライシスコミュニケーション研修(講師)宇於崎裕美氏  

園長及び本部職員（対面）、主任（リモート）で参加 

10 月24 日、25 日 社会福祉法人会計簿記研修 (講師)税理士 三宅由佳 

11 月11 日     内部統制研修        (講師公認会計士)河本高希 

⑤ 社会福祉法人会計簿記資格の取得 

上記の研修の結果、今年度は2 級（旧中級）4 名、3 級（旧初級）2 名が資格取得した。これ

で資格取得者累計は3 級25 名、2 級 9 名となった。 

⑥ 職員間交流 

    公開保育（ライジン・ECEQ）や 保育環境評価スケール、新任研修などを通して、保育者同

士の交流や活発な意見交換を重ねる機会をつくった。食育プロジェクトや保健プロジェクト、

事務員会議では、栄養士、看護師、事務員同士の情報交換の機会となり職員同士のつながりを

深めることができた。 

⑦ メンター・メンティ制度の継続により新入職員の職場定着と中堅職員の活性化を推進した。 

⑧ エンターテイナー企画の継続により職員の感性磨きと企画力向上を図った。 

 



４．人事・労務 

①  本部職員体制について 

理事長   （はっとこども園園長） 

常務理事  （研修顧問） 

総務部長  （はっとこども園副園長/2 月産休） 

財務部長     

   広報・企画 （だいな幼児園/11 月産休） 

          

   事務職員   （人事・労務・給与担当） 

           （総務/11 月退職） 

           （総務・財務担当/9 月退職） 

 （総務・会計/12 月入職） 

           （人事労務・総務/１月入職） 

 （事務パート） 

 

  ②  管理職人事について 

   ななこども園        園長   （４月着任） 

天王寺保育園        園長    （４月着任） 

だいな幼児園        園長   （3 月退任） 

 

③ 保育者の採用試験時期を早めるための、電子求人票システム登録。 

④ 関西エリア・関東エリアでの就職フェアへの参加し、Weｂシステムを活用した。 

⑤ キャリアパスの策定、園長・主任チャレンジプログラム始動。 

⑥ 職員人事情報、勤怠記録を本部システムで一括管理した。 

⑦ 退職年金基金（はぐくみ基金）への加入促進 

⑧ 社労士定例会（月１回）を開催した。 

定例化することにより、就業規則の見直し、施設長の労務知識の向上につながった 

 

 

５．財務 

① 将来の建て替え・改修に備えて、各施設の状況を踏まえ積立金を積み立てる。 

事業活動収入の 10%積立の目標に対して、12.5％を積み立てた。 

② 月次資金収支計算書による予算執行管理の徹底 

  月次資金収支計算書により予算執行状況を確認し、必要性と財源を考慮したうえで予算の補

正を理事会に諮り承認を得た。 

③ 予算執行手続き（見積り合わせ ⇒ 稟議 ⇒ 決裁 ⇒ 執行）の徹底 



  経済的かつ合理的な予算執行を行うことを目的として、１０万円以上の支出について稟議書

の回付を徹底するため、経営会議内において研修を実施した。 

④ 会計監査人による内部統制の確立 

   四半期ごとの全体監査と３箇所の施設訪問内部統制監査を実施し、指摘があった改善事項に

対して改善を行った。また別途内部統制研修（11 月１１日）を実施し、具体的な不正事例に

基づき内部統制の重要性を学んだ。 

⑤ 新会計システムの運用 

新会計システムを有効的に運用するため、原則、事務員会議を毎月開催し、勉強会等を実施

した。 

⑥ 一括購入、一括契約等スケールメリットによる経費の削減 

  給食用無農薬米の一括購入、AED の一括購入およびリースに引き続き、今年度末、法人本部

においてパソコンの一括見積合わせを実施しスケールメリットにより経費を削減した。 

⑦ 各種書類のペーパレス化 

   各種書類のペーパレス化を図るため、システム検討を行った。 

６．広報・企画・編集 

① ホームページ・SNS を活用して法人または施設の理念・実践を地域等へ広報した。 

② リク部（採用活動統括チーム）を発足し、法人として初めての就職web 説明会を実施。採用

活動に役立てた。 

③ サーキットブック作成に向けて委員会を行いR5 年度発行へ向けて準備を行なった。 

④ 法人内会報『たねのおくりもの』を毎月配信し、法人内コミュニケーションを活性化した。ま

た理事、評議員にも送付し、施設の様子を情報提供した。 

⑤ 発信力強化のため広報委員会を設立し、広報の手段や目的の確認を、課題抽出、進捗状況の確

認を行った。 

⑥ 現在ある保育動画を集約し管理するアーカイブラリー（Archive Library）チームを立ち上げ、

保育現場での活用・技術研鑽に結びつける試みを開始した。 

 

７．中長期の展望 

  2022 年度～2024 年度中期計画（法人版）策定分の見直しを行った。 































































2022年度事業報告書 

社会福祉法人 種の会 

幼保連携型認定こども園 つどいの森もみの木こども園 

 

１．運営 

社会福祉法人 種の会  

幼保連携型認定こども園 つどいの森もみの木こども園  

（横浜市青葉区もみの木台16－13） 

TEL: 045（901）3260  FAX:045（901）3266 

① 園児 【別表１参照】 ② 職員 【別表２参照】 

 

２．教育・保育時間 

保育標準時間  7：30～ 18：30 

保育短時間時間 8：30～ 16：30 

教育標準時間  9：00～ 16：00 

＊就労状況により、以下の制度を利用 

預かり保育 7：00～9：00 ／ 16：00～18：30 

延長保育  7：00～7：30 ／ 18：30～20：00   【別表３参照】 

 

３．教育・保育の状況 

① 保育方針、理念の浸透 

園内公開保育（いいとこ探し）やポートフォリオ（もみのキッズ）を用いて、実践や実

際の姿の共有を行う。そして、法人理念（理念ブック、糧）や園マニュアル（園目標、

心もち）を用いて、読み取りや受け止めについて、職員全体会議やクラス会議にて協働

知を作る仕組みを考え、取り組んだ。 

 ② 統合保育について（すこやか保育） 

3歳児１名（両側難聴・早産超低出生体重児・右脳室内出血後水頭症） 

4歳児１名（自閉症スペクトラム障害・知的障害） 

5歳児１名（軽度知的能力障害） 

③ 地域子育て支援事業 【別表４参照】 

   行事（移動動物園・移動水族館・夏祭り）への参加案内を出すことが出来た。ただし、夏祭

りは中止となった。地域ケアプラザの赤ちゃん広場「まざーるひろば」に年 4 回、自園

で行うサーキット開放を年9回予定通り行うことが出来た。サーキット開放の参加者が、

昨年よりも少なかった。周知が行き届いていなかったと分析している。区が運営してい

る子育て支援web掲示板を活用する。 

④ 一時保育事業 【別表５参照】 

昨年より 150 名ほど増え、延べ 360 名であった。1 年を通じて 2 歳児の利用が多か



                      

った。夏ごろ以降、0歳児の利用が増えた。 

 

４．給食について  

  園内外の畑やプランターを使っての栽培、クッキングなどの経験や体験活動は、これまで

多種多様に取り組むことが出来ていたが、三色食品群や残食などの知識を刺激する活動は

あまり行えていなかった。今年度は、昨年入職した給食職員がこれまでの経験を活かし、

担任と連携し、毎月時期や状況に応じた内容を子ども達に投げかけてくれ、残食や健康に

ついて子ども達が考える機会が増えた。 

 

５．子どもおよび職員の健康診断 

内科検診（ほほえみあかちゃんｸﾘﾆｯｸ）年2回（４月２1日、10月2日実施）  全園児 

歯科検診（ﾛｺﾃﾞﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ）年2回（5月19日、1月19日実施）       全園児 

職員健康診断は年1回（6月10日に実施）          

（検査項目：内科健診、血液検査、尿検査、胸部レントゲン撮影、聴力検査、視力検査） 

 

６．避難訓練 

年度の初めに、避難方法や役割分担などを全体で確認することで、実施日を伏せていても

その場にいる職員で的確な避難ができた。 

3．４．５．６．の実績報告【別表６参照】 

 

７．職員研修 

① 内部研修 

園内公開保育を「いいとこ探し」として、一人につき実践を1回、見学参加を2回、年

間を通して行った。オブザーバーとして、みやざき保育園元園長の岸田先生に参加して

いただいた。勿論、いいところだけでないことも見られるが、いいところだけに集中し

たことによって、プラスに捉える視点や思考づくりとなった。 

② 外部研修 

講師におかだ先生を招き、正規保育教諭全員で絵画研修を行った。感触や感覚、色味や

色合いを皆で体験体感しながら学んだ。キャリアアップ研修やその他の研修で対面形式

が増えてきた。今後、対応が難しくなる可能性があり得るので、引き続き計画を立て対

応していく。 

 

８．固定資産物品について  

    玄関エントランス（パーゴラ拡張）、お散歩バギー、パソコン5台 









































 

 

２022年度事業報告書 

社会福祉法人 種の会 

神戸市立（指定管理）なぎさ児童館 

１． 運営 

社会福祉法人 種の会  

神戸市立（指定管理） なぎさ児童館 （神戸市中央区脇浜海岸通3-1-5 ） 

TEL・FAX： 078（261）1811 

① 学童児童 【別表１参照】    ②職 員  【別表２参照】  

 

２．開館時間 

一般来館 ９：00～17：00  

学童保育 就業後～17：00  

学校休業日（長期休業期間中・土曜日・行事代休など） ８：00～17：00  

＊保護者の就労状況により、以下の制度を利用 

延長利用 17：00～18：00 

延長利用 18：00～19：00【別表３参照】 

 

３．教育・保育の状況 

① 保育方針、理念の浸透 

小学校で行なった説明会及び児童館での説明会で保育方針・理念の説明をすると共に、毎

月発行している「学童だより」や「ホームページ」などで日頃の児童の様子を知らせた。 

継続児童への説明会を開催し、システムが大きく変わったところを丁寧に伝えた。また、

説明会に来られなかった家庭にはミマモルメで配信し、確認メールも添えた。 

また、入退館管理システム（ミマモルメ）を活用し、子ども達の出欠管理や保護者へのお

知らせやお願いなどのやり取りをした。 

   

② 統合保育について 

４年生１名（3月末時） 

 

③ 地域子育て支援事業 

・月曜日は先生と遊ぼう（プチプログラム）、火・金曜日はちびっこ広場、金曜日はキッ

ズクラブ、水曜日は赤ちゃんサロン（プチプログラム）・木曜日はすこやかクラブを実施

し、子育て力の向上を図っている。 

・学習支援は４月から実施していたが、新型コロナウイルス感染症の新規感染者の拡大

により実施月、回数が限られた。  【別表４参照】 

・子育て支援事業として、外部講師に依頼をして、1 か月検診終了後から歩行前の赤ち



 

 

ゃんを対象にしたタッチケアを毎月実施した。【別表5参照】 

また、1歳前後からの乳児を対象にした赤ちゃん体操と親子フィットネスを年間3回実

施した。 

 

④ 地域やボランティアとの関わり 

  今年度は地域の方をお誘いしている 2 大イベントの「夏まつり」「クリスマス会」を開

催することができた。子ども達はもちろんだが、保護者の方々が待ちわびていたという

のがとても嬉しく感じられた。 

夏季休業期間中に大学から依頼を受けた学生を受け入れ、児童とのふれあいを中心に児

童館業務を担当してもらった。 

 

４．おやつについて  

市販のおやつを購入し、15時ごろからバイキング方式でおやつを提供した。 

毎週水曜日は紙のお金を使い、買いものを体験し好きなものを購入した。 

保護者にアンケートを実施して、アレルギーがある児童への対応をした。 

 

５．職員の健康診断 

職員健康診断は年１回実施、全職員対象(5月実施) 

（検査項目：内科検診、血液検査、尿検査、胸部レントゲン撮影） 

 

６．避難訓練 

  職員間で「災害の種類」や「発生場所」などにより、児童やすこやかクラブなどに参加

している親子を安全に避難させられるように話し合い、周知徹底した。 

また、児童対象には予告なしでの避難訓練も実施した。 

 

７．職員研修 

① 外部研修 

「こども青少年課」「区社協」などが主催する研修 

② 内部研修 

理念研修（法人内研修） 

ミマモルメ・ＨＰ （施設内研修） 

 

８．固定資産物品について  

   トランポリン  

 



















2022 年度 事業報告書 

 

社会福祉法人 種の会 

神戸市立（指定管理） 灘の浜学童保育コーナー 

 

１．運営 

社会福祉法人 種の会  

神戸市立（指定管理） 灘の浜学童保育コーナー （神戸市灘区摩耶海岸通 2-2-1） 

TEL・FAX：078（871）1611 

① 学童児童 【別表１参照】    ②職 員  【別表２参照】  

 

２．開館時間 

学童保育 就業後～17：00  

学校休業日（長期休業期間中・土曜日・行事代休など） ８：00～17：00  

＊保護者の就労状況により、以下の制度を利用 

延長利用 17：00～18：00 

延長利用 18：00～19：00【別表３参照】 

 

３．教育・保育の状況 

① 保育方針、理念の浸透 

小学校で行なった説明会及び児童館での説明会で保育方針・理念の説明をすると共に、毎月発行し

ている「学童だより」や「ホームページ」などで日頃の児童の様子を知らせた。 

継続児童への説明会を開催し、システムが大きく変わったところを丁寧に伝えた。また、説明会に

来られなかった家庭にはミマモルメで配信し、確認メールも添えた。 

また、入退館管理システム（ミマモルメ）を活用し、子ども達の出欠管理や保護者へのお知らせや

お願いなどのやり取りをした。 

   

② 統合保育について 

1年生 2名 2年生 2名 4年生 1名 5年生 2名 合計 7名（3月末時） 

 

③ 地域やボランティアとの関わり 

灘の浜小学校校庭開放会議に参加し、地域の方と意見交換する機会を持てた。灘の浜コーナーも今

後利用者数の増加が見込まれる中で、校長先生をはじめ地域の方々のご理解もあり『平日のクラブ

ハウス使用』も許可を頂けた。また保護者面談の際に市民図書室の使用も許可を頂く事ができた為

今後も継続して良好な関係を構築していく。 

また地域の子育てサークル「ぱんだっこクラブ」の親子遊びに参加し、地域貢献する事ができた。 

 

４．おやつについて  

毎日 4種類ほどをバイキング形式で提供。おやつ担当職員が 2週間分のメニューを作成し、どの職 

員でも戸惑う事無く提供できるシステムを構築した。スナック菓子は「たのめ～る」飲み物やアイ



スなどは「コープ」から購入。年間 3回ランチ会を実施（12月：ココイチカレー。3月：モスバ

ーガー、お弁当発注）ランチ会も保護者に好評だった為、来年度以降も実施したい。 

 

５．職員の健康診断 

職員健康診断は年１回実施、全職員対象(5月実施) 

（検査項目：内科検診、血液検査、尿検査、胸部レントゲン撮影） 

 

６．避難訓練 

 年間で 3回しか実施できなかった。令和 5年度は担当者を選定。年間計画を作成し、毎月実施する。

また人と防災未来センターへの遠足（見学）を実施する。 

5．6の実績報告【別表 4参照】 

 

７．職員研修 

① 外部研修 

「こども青少年課」「区社協」などが主催する研修 

② 内部研修 

理念研修（法人内研修） 

学童Ｇ全体研修会（年間 3回実施） 

 

８．固定資産物品について  

   電気温水機 

 






































































